
PSEUDO-NOISE （PN） RANGING SYSTEMS
「擬似雑音（PN）測距システム 」

【概要】

本推奨規格は、宇宙機(*1)が利用する再生型PN測距方式と、非再

生型PN測距方式を規定するものである。

（注： 本規定は宇宙機がデータ中継衛星を利用する場合には適用しない）

【内容】

再生型PN測距は、深宇宙ミッションのようにS/N比が低い場合に

用いられ、一方、非再生型PN測距は、S/N比が高い、あるいは高精

度の測距を求められない場合に適している。それぞれの方式を図1

に示す。

本推奨規格の目的は、PN符号や変調方式の選択によっては測距

精度に大きく差が出るPN測距方式に関して、適切な符号取得時間

で高精度な測距が得られるよう、レンジクロック周波数、 PN符号の

構成/生成、 地上局側におけるアップリンクとダウンリンクの処理、

宇宙機側の処理等の各種仕様を規定することにある。

より高精度の位置決定を必要とする将来ミッションに対しては、再

生型PN測距方式が有効である。
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図1 再生型／非再生型PN測距方式

測距クロックとPN符
号で生成したPN測距
符号をアップリンクに
位相変調する

測距信号を復調し、
測距PN符号を取
得する

アップリンク時の符号及び
位相と整合するようにPN測
距符号を再生する

再生した測距PN
符号をダウンリン
クに位相変調する

①

②

③

④

⑤測距信号を復調し、復調
したPN測距符号を地上側
のクロックとPN符号のモ
デルに相関させることで信
号の往復時間を計測する。

搭載中継器
でのPN測距
符号の処理
は行わない

②

測距符号の再生は行わない

PN測距符号はその
ままダウンリンクに
位相変調される

④

再生型PN
測距と同じ

①

再生型PN測距
と同じ【非再生型】

【非再生型】

【非再生型】

【非再生型】

【非再生型】

【再生型】

【再生型】

【再生型】

【再生型】

【再生型】

⑤

③

各国宇宙機関およびJAXAの動向

JAXAの近年の全ての深宇宙探査機で非再生型PN測距方式が採用されている。再
生型PN測距方式は「あかつき」や「はやぶさ２」で採用されており、2022年打上げ予定
の「OMOTENASHI」や「EQUULEUS」でも採用予定であるが、いずれもJAXA独自のPN 
符号列(M系列)を採用しており、本文書で規定される符号列(Weighted-voting 
balanced Tausworthe code)ではないため、現状ではCCSDS互換ではない。


